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急病時・夜間の相談先
■救急安心センターさっぽろ■救急安心センターさっぽろ　　
　24 時間・365 日、看護師が相談に対応。受診可能
な医療機関をご案内します。
・電話番号　＃ 7119 または 011 － 272 － 7119
■こども医療でんわ相談■こども医療でんわ相談
　症状に応じた一般的な対処・助言を看護師等か
ら受けられます。診断・治療はできません。
・受付時間　19 時～翌朝 8 時
・電話番号　＃ 8000 または 011 － 232 － 1599
■北海道救急医療・広域災害情報システム■北海道救急医療・広域災害情報システム
　緊急時に受診可能な道内の病院を 24 時間（年末年
始などの連休も可）検索できます。
・フリーダイヤルは　0120 － 20 － 8699
・携帯電話からは　011 － 221 － 8699
・インターネット検索は http://www.qq.pref.hokkaido.jp

各種健診等のご案内

近くの医療機関案内
　診療時間は、町のホームページに掲載しています。
少し遅い時間に診療している医療機関もありますの
でご確認ください。

休日・夜間の受診先

　　※ 医療機関の都合により、変更となる場合があ
　  ります。最新情報は新聞紙上や救急安心セン　
　  ターさっぽろ、北海道救急医療・広域災害情
　報システムでご確認ください。 

＜休日・昼間＞ ＜休日・昼間＞ 
　日曜・祝休日は江別市内内科小児科休日急病当番日曜・祝休日は江別市内内科小児科休日急病当番
をご利用くださいをご利用ください（※ p.28 町内イベントカレンダー参照）。（※ p.28 町内イベントカレンダー参照）。
乳児の場合は一部の医療機関で事前連絡が必要とな乳児の場合は一部の医療機関で事前連絡が必要とな
りますので、ご注意ください。りますので、ご注意ください。

＜夜間＞＜夜間＞

・ 住　　所　江別市錦町 14 － 5
・受付時間　18 時 30 分～翌朝 6 時 30 分（年中無休）
・ 電話番号　011 － 391 － 0022　

内 科 小児科■江別市夜間急病センター■江別市夜間急病センター

・住　　所　札幌市東区東苗穂 5 条 1 丁目 9 － 1
・受付時間　19 時～翌朝 9 時（年中無休）
・電話番号　011 － 782 － 9111　　

内 科■勤医協中央病院■勤医協中央病院

急病当番医

町のホームページから
でも確認できます→

＜注意＞＜注意＞
・乳幼児健診と BCG 予防接種は対象者へ個別にご
　案内します。
・健診を希望する方は、健診日の 1 週間前までに健
　康推進係へ申し込みください。
・特定健診やがん検診は、町内イベントカレンダー
　以外の日程でも受けることができます。

　健診等の日程は p.28 町内イベントカレンダーを健診等の日程は p.28 町内イベントカレンダーを
ご覧ください。ご覧ください。

町のホームページから
でも確認できます→

乳幼児健診
各種事業

各種健康診査

予防接種（個別）・健診　実施医療機関 ご希望の方は、事前にお申込みください。

医療機関名 電話番号
( 札幌市外局番 011）

予防接種 健診
4 種混合・

ヒブ・
水痘・ＭＲ・

ＤＴ

小児肺炎球菌・
B 型肝炎・ロタ 日本脳炎 高齢者

肺炎球菌 子宮頸がん
特定健診・

後期高齢者健診・
肝炎ウイルス検診

勤医協当別診療所 23 － 3010 ● ● ● ●
さいわい内科消化器クリニック 27 － 7591 ● ●
スウェーデン通り内科循環器科クリニック 25 － 3151 ● ● ● ● ● ●
田園通りさわざき医院 25 － 2055 ● ● ● ● ●
当別あんしんクリニック 27 － 8012 ● ● ● ● ● ●
とうべつ内科クリニック 22 － 1313 ● ●
とうべつ整形外科 25 － 5040 6 歳～ ● ●
北海道医療大学病院（札幌市北区）778 － 7575 ● ● ● ● ● ●
※小児科定期予防接種（子宮頸がん除く）は、江別市内の小児科６カ所でも接種可能です。
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い き い き 健康生活

９月 21 日は 世 界 ア ル ツ ハ イ マ ー デ ー
1. 世界アルツハイマーデー

　認知症は85歳以上になると４人に１人がかかる身
近な病気と言われています。高齢化に伴い、認知症に
なる人も増加の一途をたどっており、日本だけでなく
国際的にも認知症対策が最重要課題になっています。
1994年にスコットランドで開かれた会議をきっか
けに、9月21日を「国際アルツハイマーデー」と呼
び、９月は認知症の啓発月間となっています。
2. まずは相談・診断・早期対応

　認知症は、症状を起こす原因となる病気（脳梗塞な
ど）が隠れている場合があるため、早めの相談が重要
です。「最近もの忘れが気になる、認知症かもしれな
い」と一人で悩まず、かかりつけ医や地域包括支援セ
ンターに相談してください。
　早期診断によって今後の暮らし方を本人・家族など
身近な人で話し合い、自分らしく暮らし続けることが
できます。

広　告

3. 認知症の症状に合わせた支援

　残念なことに、まだまだ認知症に対する理解不足に
よる偏見や誤解があります。病気を理解することが取
り組みの第一歩です。町では、主に次の取り組みを積
極的に行っています。

　認知症と診断されても、今までできていたことがす
べてできなくなるわけではありません。病状の進行に
あわせて本人の意向を尊重しながら、地域で生活がで
きるように、地域の支えあいと医療や介護サービスな
ど、きめ細かな連携が大切です。

●認知症ガイドブック（認知症ケアパス）
　認知症の症状や状態、生活上のポイントや受けれら
れる支援をご案内するパンフレットです。地域包括支
援センター窓口での配布や町HPで確認できます。
●認知症サポーター養成講座の開催
　認知症サポーターとは、認知症の基礎知識や対応方
法について学んだ、認知症の理解者です。昨年は養成
講座を受講した371名のサポーターが誕生し、地域
でさりげない見守りをしています。今年度は企業や小
学校など学生向けの養成講座にも力を入れています。
●認知症に関する展示
　９月の認知症普及月間にあわせ、町内施設３か所で
認知症にまつわる移動展示を開催します。
●町民セミナー
　9月24日に、認知症をテーマにした講演会を開催
します。詳しい内容は本誌16ページをご覧くださ
い。たくさんの方のご参加をお待ちしています。
▼問合せ　当別町地域包括支援センター（ゆとろ内・
☎25－5152）
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